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東京大空襲・終戦80年

映画「あの日のオルガン」（53人の子どものいのちと笑顔を守った保母たち）上映
「都教組平和のつどい～いのちと平和の尊さを子どもたちと～」

会場に限りがあるため、事前申し込み制としています。定員になり次第締め切
ります。最終締め切りは7月11日(金)です。それまでに、都教組ホームページ
よりお申込みください。配信はありません。二次元コードから「学習会等申
込･ご相談」フォルダに、お名前や所属、組合員かどうか、学習会名に「平和
のつどい」、ご家族等の場合は人数をお書きの上、お申込みください。電話で
も受け付けます。（０３－３２３０－３８９１）

〒102-0084　東京都千代田区二番町12－1　エデュカス東京

エデュカス東京7階大会議室

主催：東京都教職員組合（都教組）　協賛：東京都退職教職員連絡協議会（都退教）　協力：シネマとうほく

2025年 7 27月 日【日】

東京大空襲・ 戦災資料センタ
ー館長、一橋大学名誉教授・特
任教授。同時代史学会理事。日
本の戦争責任資料センター・機
関誌編集長。公益財団法人政治
経済研究所理事。
日本近現代軍事史、日本近現代
政治史を専攻。

吉田　裕 氏

13：30〜16：15

「教え子を再び戦場に送るな」　1947年7月に結成された都
教組は、教職員の賃金・労働条件の改善とともに、日本国憲
法や1947教育基本法を生かした民主教育の実現を求めてと
りくむとともに、二度と戦争を起こさせない、戦前のように
子どもたちを戦場に送らないと、憲法9条を堅持し、憲法を
生かした平和を子どもたちにつないでいくために、職場、地
域からとりくんできました。
　東京大空襲・終戦80年の節目の今年、改めていのちと平
和の尊さを子どもたちとともに学び考え、学校、地域から、
平和を子どもたちにつないでいくために、つどいを開きま
す。
　つどいでは、都教組も制作に協力した映画「あの日のオル
ガン」を上映します。学童疎開はよく知られていますが、都
内の私立保育園が終戦前年に東京近郊に疎開し、終戦後まで
子どもたちを守ったことはあまり知られていません。園児と
保育士たちの戦争とのたたかいを描いた実話です。お子さん
も見られます。組合員とそのご家族、退職者、都教組関係労
働組合、民主団体の皆さんに無料で見ていただけます。ぜ
ひ、ご参加ください。（映画詳細は裏面）

（30分前受付開始）

申込二次元コード

〇ミニ講演 吉田 裕さん
「『戦後80年』東京大空襲と日本人の空襲体験」

〇映画「あの日のオルガン」上映　（2018年、119分）
　キャスト：戸田恵梨香、大原櫻子　監督・脚本：平松恵美子
　原作:久保つぎこ
　　　『あの日のオルガン 疎開保育園物語』(朝日新聞社版)
　配給：ジャパン・スローシネマ・ネットワーク
　配給協力：マンシーズエンターテインメント

©2018「あの日のオルガン」制作委員会

参加費　無料



■お問い合わせ■
東京都教職員組合（都教組）
　検索　　都教組
　ＴＥＬ ０３－３２３０－３８９１


